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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に用いられるグローブボックスに取付けられた箱状をなすベース（２１）と、該ベ
ース（２１）にラチェット回転軸（２７）により揺動可能に支持されたラチェット（２２
）と、前記ラチェット回転軸（２７）とは別の軸に支持されて前記ラチェット（２２）を
回動することができるノブ（２３）と、該ノブ（２３）に設けられ、前記ノブ（２３）の
回転とともに回転可能なキーシリンダー（２４）と、車体に設けられて前記ラチェット（
２２）が係脱することができるストライカ（３４）とを具備し、
　前記ラチェット（２２）には、通常時はノブ（２３）により駆動されるレバー部（２８
）と、キーロック時にのみキーシリンダー（２４）に係合する突起（３０）が形成され、
前記キーシリンダー（２４）には、突起（３５）が設けられており、
　キーロック時には前記キーシリンダー（２４）の前記突起（３５）が前記ベース（２１
）の壁（２１ａ）及び前記ラチェット（２２）の前記突起（３０）の２箇所と当接、干渉
して前記ラチェット（２２）の回動を阻止し、前記ラチェット（２２）と前記ストライカ
（３４）の係合の解除を阻止可能とすることを特徴とするグローブボックスのロック装置
。
【請求項２】
　前記ベース（２１）、ラチェット（２２）、及びノブ（２３）は樹脂にて形成されるこ
とを特徴とする請求項１記載のグローブボックスのロック装置。
【請求項３】
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　前記キーシリンダー（２４）は、キーにより９０°回動可能であることを特徴とする請
求項１記載のグローブボックスのロック装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は車両に用いられるグローブボックスのロック装置に関する。詳しくは、シリンダ
ーキーを設けて盗難防止を行なうことができ、かつ安価に製造することができるグローブ
ボックスのロック装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の車両に用いられているグローブボックス及びそのロック装置の１例の断面図を図４
に示す。同図において、符号１は車両のインストルメントパネル（又はダッシュボード）
、２は該インストルメントパネル又はダッシュボードに設けられたグローブボックスであ
る。該グローブボックス２は、ヒンジピン３により下部を回動可能に支持されて開閉可能
であり、且つ、上部にロック装置４が設けられている。また、インストルメントパネル又
はダッシュボードには前記ロック装置４が係止するストライカ５が設けられている。
【０００３】
また、該ロック装置４にはストライカ５に係合するフック６及びラチェット７及びノブ８
が設けられている。そして、通常使用時は、ノブ８を矢印Ａ方向に引くことにより、ノブ
８に形成されたレバーがラチェット７を回動させてストライカ５との係合を解き、グロー
ブボックス２を前方に引き出すことができる。またキーロック時は、図示なきキーにより
キーシリンダーを回転させることにより、キーシリンダーに組み付けられているシャフト
がノブ８のレバーの当たらない所まで横方向に移動するため、ノブ８を引いてもノブ８の
レバーが空振りし、シャフトを押し下げない。従ってラチェットは回転しないため、ロッ
クは解除されない。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記のような従来のグローブボックスのロック装置においては、盗難防止には有効である
が、強度上、フック６をダイキャストで形成し、ラチェット７を鉄で形成しており、また
構成部品数も１０点程度と多く、このため製品のコストが上がるという問題がある。この
ため最近では、低コストで製造できる樹脂製のロック装置が開発されている。
【０００５】
本発明は、上記従来の問題点に鑑み、構成部品の点数が少なく、低コストで、且つ盗難防
止に優れたグローブボックスのロック装置を実現することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明の請求項１は、車両に用いられるグローブボックスに
取付けられた箱状をなすベース２１と、該ベース２１にラチェット回転軸２７により揺動
可能に支持されたラチェット２２と、前記ラチェット回転軸２７とは別の軸に支持されて
前記ラチェット２２を回動することができるノブ２３と、該ノブ２３に設けられ、前記ノ
ブ２３の回転とともに回転可能なキーシリンダー２４と、車体に設けられて前記ラチェッ
ト２２が係脱することができるストライカ３４とを具備し、前記ラチェット２２には、通
常時はノブ２３により駆動されるレバー部２８と、キーロック時にのみキーシリンダー２
４に係合する突起３０が形成され、前記キーシリンダー２４には、突起３５が設けられて
おり、キーロック時には前記キーシリンダー２４の前記突起３５が前記ベース２１の壁２
１ａ及び前記ラチェット２２の前記突起３０の２箇所と当接、干渉して前記ラチェット２
２の回動を阻止し、前記ラチェット２２と前記ストライカ３４の係合の解除を阻止可能と
することを特徴とする。また、請求項２は、前記ベース２１、ラチェット２２、及びノブ
２３は樹脂にて形成されることを特徴とする。また、請求項３は、前記キーシリンダー２
４は、キーにより９０°回動可能であることを特徴とする。
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【０００７】
この構成を採ることにより、構成部品の点数が少なく、低コストで、さらに盗難防止に優
れたグローブボックスのロック装置が得られる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
図１は本発明のグローブボックスのロック装置の実施の形態を示す図であり、（ａ）は正
面斜視図、（ｂ）は背面斜視図、（ｃ）はラチェットの斜視図である。本実施の形態は、
同図の如く、グローブボックスに固定されるベース２１と、該ベース２１に回動可能に支
持されたラチェット２２と、該ラチェット２２を駆動するノブ２３と、該ノブ２３に設け
られて該ノブをロック又はロック解除を行なうことができるシリンダーキー２４と、を具
備している。なお前記ベース２１、ラチェット２２、及びノブ２３は樹脂にて形成される
ことが好ましい。
【０００９】
また、前記ラチェット２２は鈎状をなし、（ｃ）図の如く、鈎状部２５が連結部２６を介
してラチェット回転軸２７に連結している。また連結部２６の側方にはレバー部２８を有
し、該レバー部２８にはノブ２３により押圧駆動される平面部２９と、キーシリンダーに
当接してロックされる突起３０とが形成されている。
【００１０】
また、本実施の形態は、図２（ｂ）（ｃ）（ｄ）の各断面図の如く、ラチェット２２はラ
チェット回転軸２７により支持されてラチェット用復帰ばね３１により（ｃ）図の如く矢
印Ａ方向に付勢されている。また、ノブ２３はベース２１の前面をほぼ覆うような形状を
なし、前記ラチェット回転軸２７とは別の軸３２に支持されて、ノブ復帰用ばね３３によ
り矢印Ｂ方向に付勢されている。なお、符号３４は車両に設けられたストライカである。
また、キーシリンダー２４は、（ｄ）図の如く、先端に突起３５が形成され、該突起３５
は、ラチェット２２に形成されたレバー部２８の平面部２９に係合している。なお、該キ
ーシリンダー２４はロック時にはキーにより時計方向に９０°回動されるようになってい
る。
【００１１】
このように構成された本実施の形態の作用を図３により説明する。同図（ａ）は正面図、
（ｂ）は（ａ）図のｂ－ｂ線における断面図、（ｃ）は（ａ）図のｃ－ｃ線における断面
図である。
先ず、通常使用時は、（ｂ）図の如く、キーシリンダー２４は、その突起３５が上部に位
置している。従って、ノブ２３を矢印Ｃ方向に回動すると、ラチェット２２のレバー部２
８の平面部２９はキーシリンダー２４の突起３５により下方に押圧され、（ｂ）図に示す
位置に回動し、ラチェット２２とストライカ３４との係合を解き、グローブボックスを開
放させることができる。
【００１２】
また、ロックする場合は、キーシリンダー２４を通常使用時の状態から９０°回動し、図
３（ｃ）の如く、突起３５をキーシリンダー２４の中心線の高さに位置させる。この状態
で、ノブ２３を動かそうとしても、キーシリンダー２４の突起３５がベース２１の壁２１
ａに当たり、回動させることはできない。また、ラチェット２２は、その突起３０がキー
シリンダー２４の突起３５に当接して動かすことはできない。即ちロック装置はロックさ
れたことになる。ロックを解除するには、キーシリンダー２４を９０°回動して図３（ｂ
）の状態に戻せばよい。
【００１３】
【発明の効果】
本発明のグローブボックスのロック装置に依れば、構成部品の数が少なく、安価に製造で
き、またロックも可能であり、その場合、ノブ及びラチェットをそれぞれ単独でも動かす
ことができず優れた盗難防止が可能となる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明のグローブボックスのロック装置の実施の形態を示す図で、（ａ）は正面
斜視図、（ｂ）は背面斜視図、（ｃ）はラチェットの斜視図である。
【図２】本発明のグローブボックスのロック装置の実施の形態を示す図で、（ａ）は正面
図、（ｂ）は（ａ）図のｂ－ｂ線における断面図、（ｃ）は（ａ）図のｃ－ｃ線における
断面図、（ｄ）は（ａ）図のｄ－ｄ線における断面図である。
【図３】本発明のグローブボックスのロック装置の実施の形態の作用を説明するための図
であり、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）図のｂ－ｂ線における断面図、（ｃ）は（ａ）
図のｃ－ｃ線における断面図である。
【図４】従来のグローブボックス及びそのロック装置を示す断面図である。
【符号の説明】
２１…ベース
２２…ラチェット
２３…ノブ
２４…キーシリンダー
２５…鈎部
２６…連結部
２７…ラチェット回転軸
２８…レバー部
２９…平面部
３０…ラチェットの突起
３１…ラチェット復帰用ばね
３２…軸
３３…ノブ復帰用ばね
３４…ストライカ
３５…キーシリンダーの突起
【図１】 【図２】
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